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鈴
木
鎮
一
と
日
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
育

久　

保　

絵
里
麻

一　

鈴
木
鎮
一
と
「
社
団
法
人
才
能
教
育
研
究
会
」

鈴
木
鎮
一
（
一
八
九
八
〜
一
九
九
八
）
の
名
は
、
彼
の
提
唱
し
た
教
育

法
「
才
能
教
育
」
及
び
「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
」
と
共
に
広
く
世
界
で
知

ら
れ
て
い
る
。
彼
が
一
九
四
八
年
に
創
設
し
た
「
社
団
法
人
才
能
教
育
研

究
会
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
」
の
会
員
数
は
、
国
内
で
は
二
万
人
、
海
外
で

は
特
に
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
四
十
万
人
を
超
え
る
1
。

今
回
の
港
区
民
講
座
（
二
〇
一
一
年
十
月
二
十
五
日
）
で
は
、
受
講
者

の
方
々
に
次
の
よ
う
な
質
問
に
挙
手
で
お
答
え
頂
い
た
。

①　
「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
」「
才
能
教
育
研
究
会
」「
鈴
木
鎮
一
」

を
知
っ
て
い
る
か
。

②
鈴
木
鎮
一
の
著
書
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
。

そ
の
結
果
、
①
の
質
問
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
九
割
以
上
が
「
知
っ
て

い
る
」
と
答
え
た
の
に
対
し
、
②
に
つ
い
て
は
二
〜
三
名
に
と
ど
ま
っ
た
。

鈴
木
鎮
一
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
い
う
西
洋
楽
器
の
画
期
的
教
育
法
を
考

案
し
た
日
本
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
、
早
期
教
育
、
英

才
教
育
、
音
楽
教
育
等
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
研
究
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
成
立
事
情
を
知
る
た
め
の
資
料
は
多

く
な
い
。

例
え
ば
、
鈴
木
の
著
作
は
二
度
に
渡
っ
て
全
集
が
刊
行
さ
れ
て
は
い
る

が
、
彼
が
そ
の
教
育
の
基
礎
を
築
い
た
、
戦
前
期
に
お
け
る
活
動
を
概
観

で
き
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
の
実
践
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等
を
報
告
す
る
論
文
は
国
内
外
を
問
わ
ず
（
特
に
海
外
）
多
数
存
在
す
る

が
、
そ
う
し
た
論
文
に
お
い
て
も
、
鈴
木
鎮
一
そ
の
人
に
つ
い
て
言
及
す

る
際
の
典
拠
は
鈴
木
自
身
の
著
作
（
特
に
、
英
訳
版
が
あ
る
『
愛
に
生
き

る
』
一
九
六
六
年　

講
談
社
）
に
盛
り
込
ま
れ
た
エ
ッ
セ
イ
に
依
っ
て
い

て
、
必
ず
し
も
明
確
な
事
実
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

今
回
の
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
や
年
表
等
を
音

楽
史
的
観
点
か
ら
読
み
解
き
、
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
鈴
木
鎮
一
の
教
育
の

原
点
を
、
部
分
的
な
が
ら
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
執
筆
に
あ
た

り
、
現
行
の
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
の
目
的
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
加
筆
し

た
。は

じ
め
に
、
鈴
木
が
初
代
会
長
を
務
め
た
「
社
団
法
人
才
能
教
育
研
究

会
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
2
。
以
下
に
同
社
団
法
人
の
定
款
3
の
抜
粋

を
掲
載
し
た
。（
二
〇
一
二
年
一
月
現
在
）

第
二
章 

目
的
お
よ
び
事
業

第
４
条　

こ
の
法
人
は
才
能
教
育
の
研
究
実
践
お
よ
び
普
及
を
行
い
、

ひ
ろ
く
文
化
の
向
上
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
５
条　

こ
の
法
人
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を

行
う
。

１
．
才
能
教
育
に
関
す
る
教
育
研
究
機
関
お
よ
び
教
育
部
門
の

設
置
運
営

２
．
才
能
教
育
の
基
本
理
念
と
基
礎
的
学
理
の
研
究

３
．
才
能
教
育
の
指
導
者
育
成

４
．
才
能
教
育
に
必
要
な
調
査
お
よ
び
教
室
の
設
置

５
．
才
能
教
育
に
関
す
る
研
究
会
、
講
習
会
、
講
演
会
お
よ
び

座
談
会
な
ど
の
開
催

６
．
会
報
、
機
関
紙
、
そ
の
他
才
能
教
育
に
関
す
る
図
書
の
刊

行
７
．
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
事
業

右
記
の
定
款
に
は
、「
音
楽
」
や
「
楽
器
」、「
芸
術
」
と
い
っ
た
単
語

も
全
文
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
は
、「
社
団
法
人
才
能

教
育
研
究
会
」
を
い
わ
ゆ
る
「
音
楽
教
室
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
多
く

の
人
々
と
っ
て
は
意
外
な
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
改
め
て
、
ま
た
、
最
初
に

確
認
す
べ
き
重
要
な
事
項
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
音
楽
教
育
事
典
』（
日
本
音
楽
教
育
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、

「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
は
、
鈴
木
鎮
一
（
一
八
九
八
―
一
九
九
八
）
が
実
践

し
た
教
育
方
法
で
、〈
才
能
教
育
〉
と
も
よ
ば
れ
る
。
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー

ド
は
た
ん
な
る
技
術
教
育
で
は
な
く
、
自
然
へ
の
畏
敬
、
個
々
の
人
格
尊

重
を
基
調
に
、
学
習
環
境
の
整
備
、
学
習
意
欲
向
上
の
工
夫
、
教
授
者
と

学
習
者
間
で
の
明
確
な
学
習
目
標
の
共
有
、
学
習
目
標
到
達
の
た
め
の
具

体
的
な
練
習
方
法
な
ど
に
よ
り
、
才
能
が
着
実
に
身
に
つ
く
よ
う
、
鈴
木

に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
教
育
方
法
で
あ
る
。
…
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
は
、
鈴



﻿

73

鈴木鎮一と日本のヴァイオリン教育

木
自
身
が
創
案
し
た
と
い
う
よ
り
、
そ
の
実
践
の
基
盤
に
は
先
達
の
方
法

が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
が
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
音
楽
才
能
が
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
は
な
く
、
指
導

法
い
か
ん
に
よ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
な
ど
が
実
際
に
誰
で
も
で
き
る

方
法
を
実
践
し
て
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。」（
斎
藤
博
）
と
解
説
さ
れ
て
い

る
4
。ス

ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
で
は
「
ど
の
子
も
育
つ
育
て
方
ひ
と
つ
」
と
い
う

鈴
木
鎮
一
の
言
葉
を
標
語
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
斎
藤
が
解
説
し
て
い
る

よ
う
に
、
鈴
木
鎮
一
の
功
績
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
い
う
分
野
で
ひ
と
つ

の
「
育
て
方
」
を
開
発
し
た
こ
と
に
あ
る
。

二　

鈴
木
鎮
一
と
日
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
育

一
九
三
二
年
十
月
に
文
芸
春
秋
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
音
楽
講
座
の
第
九

篇
『
弦
楽
』
で
鈴
木
は
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
関
す
る
漫
筆
―
―
楽
器
の
構

造
か
ら
見
た
る
演
奏
の
原
理
」
と
題
し
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
初
習
者
に
み
ら

れ
る
欠
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

凡
そ
、
初
め
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
多
く
の
人
々
の
共
通
な
る

欠
点
は
、
最
初
の
半
年
ば
か
り
は
、
右
手
に
力
の
無
い
事
で
次
半
年

は
そ
ろ
そ
ろ
力
が
入
り
か
け
る
と
必
ず
所
謂
腕
の
力
で
演
奏
を
始
め

音
色
を
粗
悪
に
し
て
音
質
が
固
く
な
る
事
で
あ
る
5
。

更
に
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

　

楽
器
は
拡
声
器
で
あ
る
。
鳴
り
響
き
や
す
い
よ
う
に
研
究
作
製
し

て
あ
る
。
弦
を
自
由
に
充
分
振
動
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
必
ず

楽
器
は
忠
実
に
そ
の
振
動
音
を
二
十
倍
に
拡
大
し
て
呉
れ
る
の
で
あ

る
。
弦
を
力
限
り
弓
で
押
さ
え
つ
け
て
弾
い
て
い
る
人
、
事
に
右
腕

の
全
力
を
挙
げ
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
鳴
ら
そ
う
と
試
み
る
人
は
ち
ょ

う
ど
次
の
例
と
同
一
に
な
る
。
即
ち
サ
ウ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
振
動
面

を
指
で
圧
え
て
、
レ
コ
ー
ド
を
か
け
て
い
る
人
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

丁
度
そ
れ
で
あ
る
。
指
で
お
さ
え
た
サ
ウ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
音
は
誰

に
で
も
す
ぐ
に
聞
き
分
け
る
事
が
出
来
る
。
然
し
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

場
合
に
は
押
さ
え
て
い
る
当
人
が
ち
っ
と
も
気
が
つ
か
な
い
、
と
言

う
笑
止
千
万
な
こ
と
が
、
普
通
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
の
を
、
よ
く

見
か
け
る
。
故
に
「
サ
ウ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
に
自
由
を
与
え
よ
」
と
言

う
の
と
同
じ
く
「
弦
の
動
き
に
自
由
を
与
え
よ
」
と
言
う
こ
と
が
、

楽
器
の
立
場
か
ら
み
て
当
然
叫
び
た
く
な
る
の
で
あ
る
6
。

ま
た
、
そ
の
後
一
九
三
四
年
の
雑
誌
『
月
刊
楽
譜
』
で
、
鈴
木
は
、
当

時
の
日
本
で
最
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
教
則
本
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在

も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
学
習
者
の
た
め
の
手
引
書
で
あ
る
『
ホ
ー
マ
ン
』
を
、

控
え
め
な
が
ら
真
っ
向
か
ら
批
判
し
た
。

『
ホ
ー
マ
ン
』
に
お
い
て
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
初
習
者
が
最
初
に
行
う

練
習
と
し
て
、
全
音
符
を
全
弓
（
弓
の
長
さ
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
奏
す
る
）
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で
、
各
弦
十
回
ず
つ
奏
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。

一
方
、
鈴
木
鎮
一
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
初
習
者
に
は
、
十
六
分
音
符
で
、

即
ち
小
さ
な
動
き
を
以
て
奏
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
初
歩
者
に
対
し
て
、
今
私
の
試
み
て
い
る
事
は
、

第
一
に
弓
を
用
う
る
事
を
会
得
せ
し
め
る
為
に
、
ホ
ー
マ
ン
の
巻
の

一
に
あ
る
よ
う
な
、
全
弓
を
用
い
る
事
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

全
弓
は
、
ほ
ん
と
う
は
相
当
に
難
し
い
も
の
と
私
は
思
う
。
そ
れ

で
私
は
十
六
分
音
譜
か
ら
初
め
る
。
…
…
大
き
く
弓
を
弾
く
運
動
は
、

一
寸
考
え
る
と
む
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
け
れ
ど
も
、

弓
を
用
う
る
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
之
を
弾
く
時
に
は
、
む
ず
か
し
い

こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
大
き
な
弓
の
動
き
か
ら
や
り
初
め
た
の
で

は
、
弓
の
用
い
方
、
即
ち
い
い
音
を
出
す
為
の
工
夫
さ
れ
た
弓
の
用

い
方
を
会
得
す
る
事
が
、
至
難
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
7
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
弓
は
、
そ
の
形
状
か
ら
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

場
所
に
よ
っ
て
張
力
が
異
な
る
。
元
と
先
は
張
力
が
強
く
、
中
央
は
そ
れ

に
比
べ
て
弱
い
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
特
の
弓
の
持
ち
方
に
慣
れ
な
い
初
習
者
に
と
っ
て
は
、

長
い
ス
ト
ロ
ー
ク
よ
り
も
細
か
く
短
い
ス
ト
ロ
ー
ク
で
中
央
近
く
を
奏
す

方
が
格
段
に
扱
い
や
す
く
、
楽
音
も
出
し
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
長

い
ス
ト
ロ
ー
ク
で
は
弓
に
対
す
る
圧
力
の
調
整
に
苦
心
し
て
、
弦
の
上
を

弓
が
浮
い
た
り
、
音
が
つ
ぶ
れ
た
り
し
て
、
楽
音
を
出
す
に
も
至
ら
な
い
。

そ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
多
く
の
初
習
者
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
難
し
い

と
感
じ
て
諦
め
て
し
ま
う
。

『
ホ
ー
マ
ン
』
で
は
、「
美
し
い
円
満
な
音
は
、
つ
ま
り
善
い
弓
使
い
か

ら
生
ず
る
の
で
あ
る
…
…
」
と
述
べ
ら
れ
、「
運
指
」
な
ど
を
含
む
左
手

の
指
導
内
容
に
対
し
て
、
実
に
三
倍
も
の
紙
面
を
割
い
て
そ
の
重
要
性
を

説
い
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
全
音
符
」
を
「
易
し
い
」
と
し

て
初
習
者
に
与
え
る
の
は
、
鍵
盤
楽
器
的
な
思
考
に
基
づ
い
て
い
る
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
は
フ
レ
ッ
ト
も
無
く
、
演
奏
者
自
身
が
音
程
を
一
点

に
定
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
鍵
盤
楽
器
に
お

い
て
は
、
楽
器
の
構
造
か
ら
言
っ
て
、
初
習
者
が
全
音
符
か
ら
演
奏
の
勉

強
を
始
め
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
大
変
理
に
か
な
っ
た
事
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
左
手
の
運
指
に
よ
っ
て
、
音
高
が
正
確
に
定
め
ら
れ

て
い
て
も
、
い
よ
い
よ
そ
の
音
を
鳴
ら
す
際
に
、
潰
れ
た
音
に
な
っ
て

は
、
結
局
左
手
の
努
力
は
無
に
帰
す
。
鈴
木
は
、
最
初
に
行
う
十
六
分
音

符
の
練
習
に
よ
っ
て
、
運
弓
の
研
究
と
訓
練
を
重
ね
る
よ
う
に
促
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
『
鈴
木
鎮
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
指
導

曲
集
』
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
の
最
大
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。

『
ホ
ー
マ
ン
』
式
の
全
弓
練
習
に
よ
っ
て
は
初
習
者
が
「
善
い
弓
使
い
」

を
習
得
で
き
な
い
と
す
る
鈴
木
の
主
張
は
、
一
九
四
九
年
出
版
の
『
ヴ
ァ
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イ
オ
リ
ン
奏
法
と
実
習
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。

　

今
日
ま
で
世
界
至
る
と
こ
ろ
で
初
歩
者
に
行
っ
て
い
る
指
導
の
最

初
は
、
ど
の
教
則
本
で
も
、
全
音
符
を
一
、
二
、
三
、
四
と
拍
子
を

数
え
乍
弾
く
よ
う
に
書
い
て
あ
り
、
そ
れ
か
ら
二
分
音
符
へ
移
っ
て

ゆ
く
の
が
常
識
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
は
全
く
別

な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
8
。

こ
の
本
は
、
鈴
木
の
研
究
の
集
大
成
と
い
う
べ
き
『
鈴
木
鎮
一
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
指
導
曲
集
』
出
版
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
前
文

か
ら
は
彼
の
持
つ
確
信
の
強
さ
が
窺
え
る
。
ま
た
、
鈴
木
の
述
べ
て
い
る

教
則
本
事
情
が
現
在
に
お
い
て
も
さ
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
の
は
興
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
講
座
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
持
っ
た
事
の
な
い
受
講
者
の
方

に
実
際
に
体
験
を
し
て
頂
い
た
。

①
開
放
弦
で
全
音
符
を
全
弓
で
弾
く

結
果

：
弓
は
弦
の
上
を
す
べ
っ
た
り
、
曲
が
っ
た
り
曲
が
っ
た
り
し

て
な
か
な
か
音
が
出
な
い
。

②
開
放
弦
で
十
六
分
音
符
を
四
つ
、
弓
の
真
ん
中
あ
た
り
を
弾
く

　

結
果

：

ス
ム
ー
ズ
に
楽
音
が
出
た
。

受
講
者
の
方
々
に
も
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

当
時
の
鈴
木
鎮
一
は
、
多
く
の
生
徒
を
こ
の
指
導
法
で
教
え
、
そ
の
効

果
を
実
証
、
成
果
を
「
鈴
木
鎮
一
門
下
幼
年
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
演
奏

会
」
な
ど
で
発
表
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
鈴
木
鎮
一
は
、
当
時
の
日
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教

育
に
新
た
な
方
向
性
を
与
え
た
。

三　

鈴
木
鎮
一
に
つ
い
て

鈴
木
鎮
一
は
、
一
八
九
八
年
、
愛
知
県
名
古
屋
市
東
門
前
町
に
「
鈴
木

バ
イ
オ
リ
ン
」
製
作
工
場（
一
八
八
七
年
創
業
）創
始
者
政
吉（
一
八
五
九

〜
一
九
四
四
）
と
良
（
生
年
不
明
〜
一
九
二
八
）
の
間
に
生
ま
れ
た
。
上

の
二
人
の
兄
、
梅
雄
（
一
八
八
九
〜
一
九
八
一
）
と
六
三
郎
（
一
八
九
五

〜
没
年
不
明
）
も
父
の
工
場
を
支
え
て
い
た
。
他
に
、
六
人
の
弟
（
二
人

は
夭
折
）
と
二
人
の
妹
が
い
た
。
そ
の
当
時
の
「
鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン
」
は
、

日
本
初
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
大
量
生
産
に
成
功
、
日
本
国
内
に
お
け
る
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
需
要
と
も
息
を
合
わ
せ
て
、
う
な
ぎ
上
り
の
成
長
を
見
せ

て
い
た
頃
で
あ
っ
た
。

政
吉
の
功
績
は
、
一
九
三
七
年
に
国
内
外
の
音
楽
家
を
は
じ
め
楽
壇
関

係
者
に
よ
っ
て
「
鈴
木
政
吉
翁
寿
像
建
立
会
」
が
発
足
さ
れ
た
こ
と
か
ら
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も
よ
く
窺
え
る
。
建
立
会
は
、
名
誉
会
長
が
徳
川
義
親
、
会
長
に
当
時
の

名
古
屋
市
長
大
岩
勇
夫
、
委
員
長
に
鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン
製
造
株
式
会
社

（
一
九
三
〇
年
に
株
式
会
社
に
改
組
）
を
据
え
、
日
本
楽
器
社
長
川
上
嘉

市
や
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）
校
長
乗
杉
嘉
壽
、
武
蔵

野
音
楽
学
校
（
現
・
武
蔵
野
音
楽
大
学
）
福
井
直
秋
、
東
京
高
等
音
楽
学

院
（
現
・
国
立
音
楽
大
学
）
院
長
子
爵
三
室
戸
敬
光
、
東
洋
音
楽
学
校
長

鈴
木
米
次
郎
な
ど
の
音
楽
学
校
関
係
者
、
中
央
交
響
楽
団
の
早
川
彌
左
衛

門
、
山
田
耕
筰
、
堀
内
敬
三
、
大
田
黒
元
雄
、
岡
野
貞
一
、
男
爵
大
倉
喜

七
郎
、
田
村
虎
蔵
、
田
中
正
平
、
牛
山
充
、
野
村
光
一
、
幸
田
延
、
杵
屋

六
四
郎
、
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
、
鈴
木
幾
三
郎
、
そ
の
他
多
く
の
音
楽
関
係

者
で
構
成
さ
れ
た
。
更
に
、
政
吉
に
愛
用
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
を

修
繕
し
て
貰
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ミ
ッ
シ
ャ
・
エ
ル
マ
ン
も
、
寿

像
に
金
一
封
を
寄
付
し
た
9
。
政
吉
は
「
弦
楽
器
王
」
と
し
て
日
本
の
弦

楽
器
界
を
席
巻
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
鈴
木
政
吉
に
よ
っ
て
日
本
中
に
広
く
普
及
さ
れ
た
。

そ
こ
へ
、
息
子
鎮
一
が
、
初
習
者
が
最
も
陥
り
や
す
い
運
弓
の
困
難
を
克

服
し
た
画
期
的
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
育
法
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
。
鈴
木

親
子
二
代
に
わ
た
る
大
仕
事
は
、
日
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
史
の
潮
流
を
確

実
に
形
作
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

鈴
木
鎮
一
は
、
中
学
校
に
入
る
と
、
政
吉
の
命
で
夏
休
み
に
は
工
場
を

手
伝
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
名
古
屋
商
業
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
他
の

工
員
達
と
共
に
「
鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン
」
の
輸
出
担
当
と
し
て
働
い
た
。

そ
の
頃
の
彼
に
と
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
玩
具
の
よ
う
に
身
近
な
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。
鈴
木
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
工
場
で
は
日
々
、
研
究
と
製

作
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
彼
が
演
奏
と
い
う
事
を
考
え
た
時
に
、「
鳴

り
響
き
や
す
い
よ
う
に
設
計
し
て
あ
る
」
は
ず
の
楽
器
に
無
理
な
力
を
加

え
る
こ
と
の
不
合
理
さ
を
改
善
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
。鈴

木
は
、
著
書
の
中
で
度
々
日
本
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
史
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

及
び
弓
の
研
究
を
発
表
し
、
ま
た
、
弦
の
種
類
や
楽
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

楽
器
の
構
造
に
関
し
て
も
深
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
、

「
楽
器
は
拡
声
器
で
あ
る
」
と
の
主
張
は
、
鈴
木
鎮
一
が
、
演
奏
者
と
し

て
の
み
な
ら
ず
、
楽
器
製
作
者
と
し
て
の
視
点
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

彼
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
レ
コ
ー
ド
で
あ

っ
た
と
い
う
。
兄
の
梅
雄
は
、
一
時
東
京
音
楽
学
校
の
分
教
場
で
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
鎮
一
も
梅
雄
の
演
奏
に
は
耳
を

傾
け
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
彼
が
惹
か
れ
た
の
は
、
レ
コ
ー
ド
で
聴

い
た
音
（
ミ
ッ
シ
ャ
・
エ
ル
マ
ン
）
だ
っ
た
。
鈴
木
は
そ
の
「
音
」
を
頼

り
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
独
学
で
学
び
始
め
た
（
十
七
歳
）。
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
鈴
木
の
代
表
的
著
書
『
愛
に
生
き
る
』
に
よ
る
も
の
だ
が
10
、

現
在
の
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鈴
木
自
身
が
耳

で
聴
く
こ
と
か
ら
勉
強
を
始
め
た
こ
と
を
印
象
づ
け
る
一
文
と
い
え
よ
う
。
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四　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
独
学
で
学
ん
で
い
た
鈴
木
だ
っ
た
が
、
知
人
の
誘
い

で
尾
張
藩
主
徳
川
義
親
侯
爵
と
と
も
に
北
千
島
探
検
旅
行
に
加
わ
っ
た

こ
と
か
ら
、
東
京
の
徳
川
家
に
滞
在
し
な
が
ら
、
安
藤
幸
（
一
八
七
八
〜

一
九
六
三
）
に
師
事
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
安
藤
の
姉
で
あ
る
幸
田
延

（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
六
）
が
自
宅
の
庭
に
設
置
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
「
洋
洋
楽
堂
」
に
は
、
ミ
ッ
シ
ャ
・
エ
ル
マ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
当
時
続
々
と
来
日
し
た
一
流
の
演
奏
家
達
が
招
か
れ
、
鈴
木

鎮
一
や
兄
弟
達
も
そ
の
演
奏
に
直
に
触
れ
た
。
先
述
し
た
と
お
り
、「
弦

楽
器
王
」
の
政
吉
は
、
徳
川
義
親
や
幸
田
家
と
い
っ
た
人
々
と
も
少
な
か

ら
ず
交
流
を
持
っ
て
い
た
し
、
家
業
も
急
成
長
し
て
い
た
か
ら
、
鎮
一
を

取
り
巻
く
環
境
は
か
な
り
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
、
幸
田
延
は
、
日
本
の
洋
楽
黎
明
期
を
支
え
た
人
物
で
あ
り

な
が
ら
東
京
音
楽
学
校
か
ら
排
斥
さ
れ
た
身
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
「
審

声
会
」
を
発
足
し
、
ピ
ア
ノ
の
個
人
指
導
に
あ
た
っ
た
。
門
下
生
は
子
息

令
嬢
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
生
活
の
た
め
に
音
楽
を
学
ぶ
の
で
は
な

く
、
西
洋
音
楽
が
将
来
の
家
庭
の
中
へ
根
付
く
事
を
狙
っ
て
の
こ
と
だ
っ

た
11

と
い
う
。

幸
田
が
理
想
と
し
て
い
た
の
は
、
彼
女
自
身
が
欧
州
留
学
時
代
に
体
験

し
た
家
庭
に
根
付
い
た
（
西
洋
）
音
楽
の
在
り
方
で
あ
っ
た
が
、
社
会
の

最
小
単
位
で
あ
る
家
庭
環
境
の
整
備
を
第
一
に
考
え
る
と
い
う
点
で
は
、

ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
の
根
本
的
な
教
育
理
念
と
も
深
く
通
じ
る
も
の
が
あ

る
。滞

在
先
の
徳
川
家
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
物
理
学
者
で
あ
り
、
随

筆
家
と
し
て
も
著
名
な
寺
田
寅
彦
や
、
一
時
兄
の
梅
雄
と
カ
ル
テ
ッ
ト
を

組
ん
だ
こ
と
も
あ
る
音
声
学
者
の
颯
田
琴
次
、
音
楽
学
者
の
田
辺
尚
雄
、

作
曲
家
の
弘
田
龍
太
郎
ら
が
訪
ね
て
く
る
。
鈴
木
は
こ
う
し
た
人
々
に
も

個
人
教
授
を
受
け
な
が
ら
、
音
楽
を
志
す
者
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
最
高
の

環
境
に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き
た
。

上
京
し
て
二
年
弱
が
過
ぎ
た
頃
、
鈴
木
は
ベ
ル
リ
ン
留
学
（
一
九
二
〇

〜
一
九
二
八
）
の
機
会
を
得
て
、
安
藤
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
カ
ー
ル
・
ク

リ
ン
グ
ラ
ー
（
一
八
七
九
〜
一
九
七
一
）
に
師
事
（
と
も
に
ヨ
ー
ゼ
フ
・

ヨ
ア
ヒ
ム
の
弟
子
）、
特
に
室
内
楽
を
好
ん
で
学
ん
だ
。
更
に
、
ド
イ
ツ

で
は
、
幸
田
と
同
様
に
家
庭
の
中
に
根
付
い
た
音
楽
を
体
験
し
て
い
る
。

こ
の
事
は
、
鈴
木
が
「
才
能
教
育
」
の
要
で
あ
る
「
家
庭
環
境
」
へ
と
目

を
向
け
る
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

青
年
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的
な
勉
強
を
始
め
た
鈴
木
だ
っ
た
が
、
八
年

の
留
学
の
後
に
は
フ
ラ
ン
ク
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
を
ド
イ
ツ
で
録
音

（
日
独
両
国
発
売
）
し
、
一
九
二
八
年
に
帰
国
し
て
以
後
は
、
日
本
の
室

内
楽
界
を
支
え
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
な
っ
た
。
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
兄
弟
（V

la.

章
、V

c.

二
三
雄
、V

n
.

喜
久
雄
）
四
人
で
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結
成
し
た
「
鈴
木
カ
ル
テ
ッ
ト
」
は
、
ラ
ジ
オ
出
演
や
日
本
各
地
で
の
演

奏
会
な
ど
大
い
に
活
躍
し
た
。

五　

教
育
家
と
し
て

鈴
木
は
、一
九
三
〇
年
か
ら
東
京
世
田
谷
の
帝
国
音
楽
学
校（
一
九
二
七

年
創
立
、
一
九
四
四
年
廃
校
）
に
招
か
れ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
教
授
と
し

て
後
進
の
育
成
に
力
を
注
い
だ
。
帝
国
音
楽
学
校
は
当
時
廃
校
の
危
機
を

免
れ
、「
学
生
に
よ
る
運
営
」
を
目
指
し
て
「
学
生
投
票
に
よ
る
教
授
の

採
択
」
等
、
現
在
に
お
い
て
も
画
期
的
と
い
う
べ
き
学
校
制
度
を
敷
い
て

再
起
を
図
っ
て
い
た
。
教
授
に
は
当
時
の
名
演
奏
家
ば
か
り
を
招
き
、
給

料
の
支
払
い
は
た
び
た
び
滞
っ
た
が
、
教
授
ら
は
熱
心
に
学
生
を
育
て
た
。

そ
の
帝
国
音
楽
学
校
は
、
鈴
木
に
と
っ
て
い
わ
ば
「
実
験
場
」
で
あ
っ

た
。
帝
国
音
楽
学
校
就
任
か
ら
四
年
後
の
一
九
三
四
年
、
鈴
木
は
、
例
の

十
六
分
音
符
に
よ
る
教
育
法
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
鈴
木
は
、
帝
国
音
楽
学
校
内
に
学
生
、
教
授
、
更
に
プ
ロ
の
演

奏
家
を
交
え
た
弦
楽
団
（
東
京
弦
楽
団
）
を
組
織
し
て
い
た
。
弦
楽
団
は
、

定
期
的
な
ラ
ジ
オ
出
演
や
演
奏
会
を
行
い
、
演
奏
に
も
定
評
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
上
に
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
、
学
生
（
年
長
者
）
と
の
縦
割
り

の
交
流
の
場
と
し
て
、
教
育
的
な
効
果
を
上
げ
た
。
こ
の
事
は
、
年
長
者

が
年
少
者
に
教
え
な
が
ら
、
同
じ
曲
を
合
奏
す
る
な
ど
の
形
で
、
現
在
の

ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
の
中
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
が
指
導
を
し
て
い
た
生
徒
に
は
、
帝
国
音
楽
学
校
の
学
生
だ
け
で

な
く
、「
才
能
教
育
第
一
号
」
と
言
わ
れ
る
江
藤
俊
哉
（
一
九
三
二
年
よ

り
師
事
）
や
当
時
天
才
少
女
と
言
わ
れ
て
い
た
諏
訪
根
自
子
（
一
九
三
三

年
よ
り
師
事
）
が
い
た
。
そ
の
後
、
豊
田
耕
児
や
小
林
武
史
、
小
林
健
次

兄
弟
な
ど
も
含
め
、
三
十
名
以
上
の
子
供
た
ち
が
次
々
に
演
奏
を
披
露
す

る
「
鈴
木
鎮
一
門
下
幼
年
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
て

い
っ
た
。
演
奏
会
で
は
、「
才
能
の
育
成
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
鈴
木
に

よ
る
講
演
も
織
り
交
ぜ
、「
才
能
」
が
生
来
授
か
る
も
の
で
な
く
、
生
後

か
ら
身
に
着
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

一
九
三
九
年
、
鈴
木
鎮
一
は
「
言
葉
と
共
に
音
楽
を
は
じ
め
よ
」
と
い

う
主
張
の
下
、「
才
能
教
育
」
運
動
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
鈴
木

は
、「
ど
の
子
ど
も
に
も
」
効
果
を
あ
げ
る
と
い
う
絶
対
的
な
自
信
か
ら
、

入
門
試
験
な
ど
は
な
し
に
、
全
て
の
子
ど
も
に
入
門
を
許
し
、
そ
の
観
察

を
通
じ
て
「
才
能
」
に
つ
い
て
の
思
慮
を
深
め
て
い
っ
た
。

六　

お
わ
り
に

戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
鈴
木
鎮
一
の
著
書
は
、
主
に
「
才
能
教
育
」
を
実

例
の
紹
介
を
通
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
加
え
、
思
想
的
な
こ
と
も
併
せ
て

記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
真
意
が
誤
解
さ
れ
や
す
い
側
面
が
あ
る
。
更
に
、

現
在
、
鈴
木
は
一
般
的
に
は
ほ
と
ん
ど
演
奏
家
と
し
て
認
知
さ
れ
な
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
彼
の
奏
法
に
つ
い
て
の
論
説
よ
り
も
、
思
想
的
な
部
分
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が
良
く
も
悪
く
も
拡
大
解
釈
さ
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
。

戦
前
の
鈴
木
は
、
演
奏
家
と
し
て
大
変
有
名
で
あ
っ
た
し
、
先
に
確
認

し
た
よ
う
な
楽
器
の
構
造
な
ど
の
科
学
的
観
点
か
ら
主
張
を
組
み
立
て
て

い
る
論
稿
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
点
で
、
鈴
木
の
言
動
は
現
在
よ
り
も

好
意
的
な
理
解
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
鈴
木
鎮
一
の
「
才
能
教
育
」
へ
の
本
質
的
な
理

解
は
確
実
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
音
楽
教
育
」

を
も
包
括
し
た
「
才
能
教
育
」
を
、
原
点
を
辿
り
、「
音
楽
」
と
い
う
一

つ
の
分
野
に
絞
っ
て
概
観
し
て
み
る
と
、
そ
の
教
育
理
念
の
持
つ
輪
郭
が

よ
り
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。

今
回
の
講
座
は
、「
才
能
教
育
」
を
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
育
」
と
し
て

再
考
察
す
る
機
会
と
し
て
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
浅
学
な
研
究
者
に
講
座
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
明
治
学

院
大
学
文
学
部
樋
口
隆
一
教
授
と
、
企
画
関
係
者
の
皆
様
、
熱
心
に
ご
聴

講
下
さ
っ
た
受
講
者
の
方
々
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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二
代
目
会
長
は
豊
田
耕
兒
（
一
九
三
三
年
〜
）：
ラ
イ
ン
室
内
楽
団

第
一
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、
ベ
ル
リ
ン
放
送
交
響
楽
団
の
第
一
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
芸
術
大
学
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
教

授
の
後
、「
社
団
法
人
才
能
教
育
研
究
会
」
前
会
長
を
務
め
る
。
現
在
、

国
際
ス
ズ
キ
協
会
会
長
、
才
能
教
育
研
究
会
芸
術
監
督
、
国
際
ス
ズ
キ
・

メ
ソ
ー
ド
音
楽
院
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
教
授
。

 

　

現
会
長
は
中
嶋
嶺
雄
（
一
九
三
六
年
〜
）：
国
際
社
会
学
者
、
国
際
教

養
大
学
理
事
長
・
学
長
。
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音
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『
日
本
音
楽
教
育
辞
典
』（
日
本
音
楽
教
育
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）

五
一
四
―
一
五
頁
「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
」
の
項
。

5 

鈴
木
鎮
一
「
構
造
上
よ
り
見
た
る
奏
法
の
原
理
」
音
楽
講
座
第
九
篇

『
弦
楽
』
文
芸
春
秋
社
、
一
九
三
二
年
、
五
三
頁
。

6 

註
5
参
照

7 

鈴
木
鎮
一
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
法
研
究
（
４
）
教
う
べ
き
事
、
習
ふ

べ
き
事
」『
月
刊
楽
譜
』
一
九
三
四
年
、
十
二
月
号
、
九
八
―
九
頁
。

8 

鈴
木
鎮
一
『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
法
と
実
習
』
音
楽
之
友
社
、

一
九
四
九
年
、
一
七
頁
。

9 

『
音
楽
新
聞
』
一
七
九
号
、
一
九
三
七
年
、
三
面
。

10 

『
愛
に
生
き
る
』
講
談
社
、
一
九
六
六
年
（
第
一
刷
）、
一
三
五
―
六

頁
。
他
に
『
歩
い
て
き
た
道
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
〇
年
（
第
一
刷
）、

一
五
―
八
頁
に
掲
載
。

11 
日
本
洋
楽
資
料
収
集
連
絡
協
議
会
編
『
紀
尾
井
町
時
代
の
幸
田
延
』

一
九
七
七
年
、
一
九
頁
。


